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: 往歴のある患者 : 
: (2）ハルプロ酸ナトリウム投与中の1
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「ー ーー ーー ーー ーー ・ー・・ー ーー ーー ーー ーー ・可
i隅恵］（次の患者には役与しないこと） : 
: ( 1）本淘！の成分によるショックの既！
｜ 往歴のある患者 : 
: (2）パルプ口酸ナトリウム投与中のi
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